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----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【要 約】母島の生ごみ混合堆肥は肥料成分が非常に高い堆肥であり，土壌に 25%程度混

合して利用しても植物の発芽等に影響はみられなかった。 

----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
【目 的】 

未利用資源の有効活用（リサイクル）の観点から，平成15年度より畜産指導所において

母島で発生する生ごみを利用した「生ごみ牛ふん混合堆肥」の堆肥化処理施設が稼働し，

生ごみ堆肥の試験製造が始まった。そこで，試作された堆肥を生産現場において利用する

ために，堆肥の性質や成分を把握し施用方法を検討する。 

【方 法】 

１）成分分析：2003年9月に試作品2種，および2004年8月に同品1種を採取した。採

取した試料は常法により分析した。 

２）発芽試験：試作品2種（2003年9月採取）について，コマツナの発芽試験を実施した。 

【成果の概要】 

１）試料の概要：2003年に採取した「5:1」，「15:1」（牛ふん：生ごみを示す）は，牛ふん

と生ごみ処理物の予想発生量から試作されており，牛ふんと生ごみとを重量比でそれぞ

れ混合し，12週間堆積し製造されたものである。2004年に採取した「3:1」は，約4ヶ

月分の原料を約5ヶ月間堆積して製造されたもので，2003年の試算より生ごみの割合の

高いものとなっている。どの試作品も木質系素材等は混合されていない。 

２）成分：生ごみ混合堆肥はECが8程度であり，市販の牛ふん木質系堆肥と比較しても可

溶性成分が著しく高い堆肥であった。窒素は「5:1」で3.5%，「15:1」で3.0%，牛ふん単

独で2.5%であり，生ごみの混合割合が高くなると増加した。C/N比は8～9%と低かった。

カリは生ごみの混合割合が高くなると減少傾向にあった。「3:1」は「5:1」，「15:1」と比

較してC/N比が低く，窒素，リン酸，カリ，カルシウム，ナトリウム等の成分含有率が

高かった。その他の成分については問題のない値であった（表1）。 

３）発芽試験：堆肥100%では発芽が著しく阻害された。堆肥の混合割合が25%では，100%

発芽し，草丈は最大であった。混合割合が 50%では発芽率が若干低くなり，草丈も 25%

と比較して低くなった。混合割合が75%では発芽率，草丈が抑制された。また「5:1」よ

り「15:1」のほうがどの混合割合でも発芽率，草丈が若干高かった（表2）。 

４）以上より，畜産指導所で試験製造されている生ごみ牛ふん混合堆肥は肥料成分の高い

堆肥であり，土壌に 25%程度混合して利用しても植物の発芽や初期生育に影響がみられ

ないことがわかった。成分含量等からみて，500kg～1000kg/10a程度の施用が望ましい

と考えられる。今後は土壌中での分解特性，作物生育への影響を調査していく予定であ

る。 

 



 

 

表1　堆肥の成分 （乾物あたり）

現物水分 ｐH EC 炭素 窒素 リン酸 カリ

(%) (H2O) (mS/cm) (%) (%) (%) (%)

1 牛ふん単独*1 53.2 8.8 10.08 22.07 2.53 8.72 1.54 3.21

2 「5:1」*1 36.8 7.8 7.95 28.88 3.48 8.30 1.44 1.71

3 「15:1」*1 45.9 8.6 7.53 26.83 2.99 8.96 1.30 1.94

4 「3:1」*2 35.0 8.4 8.42 29.68 3.61 8.22 2.48 4.20

5 市販牛ふん堆肥 52.1 7.2 3.29 36.52 2.32 16.53 3.53 3.08

ｶﾙｼｳﾑ ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ ﾅﾄﾘｳﾑ イオウ 鉄 マンガン 亜鉛 銅 ほう素

(%) (%) (%) (%) (%) (ppm) (ppm) (ppm) (ppm)

1 1.75 0.60 0.43 0.44 1.92 284.9 412.4 30.9 42.3

2 2.56 0.40 0.44 0.40 1.31 183.7 184.8 23.9 34.8

3 1.98 0.48 0.40 0.40 1.61 243.0 229.7 24.3 44.3

4 5.92 0.91 1.27 0.66 2.07 245.2 334.8 45.4 26.8

5 2.20 0.84 0.38 0.74 0.37 398.1 271.0 122.9 39.3

①　試料採取時期；　*1：2003年9月　*2：2004年8月

②　生ごみ混合堆肥の試料名は原料の配合割合「牛ふん：生ごみ」を示す

③　分析方法：　 １）pH・EC；ガラス電極法にて試料：水=1:10で測定

２）炭素・窒素；CNコーダーにて測定

３）その他成分；湿式分解の後にICP発光分析にて測定

表2　生ごみ混合堆肥のコマツナ発芽率

（堆肥の比率） 発芽率(%)
8日後
草丈(cm)

発芽率(%)
8日後
草丈(cm)

0% 100 3.6 100 3.6

25% 100 4.7 100 5.2

50% 94 3.4 99 3.8

75% 68 1.0 95 1.5

100% 0 - 26 0.1

100 1.6 100 1.6

*試験方法 ①　使用土壌：1種類（小笠原・細粒赤色土　表層）

②　使用堆肥：2種類（2003年9月採取の生ごみ混合堆肥を利用）

　　　なお試料名は原料の配合割合「牛ふん：生ごみ」を示す

③　土壌と堆肥の比率：5種類，純水のみ

④　供試種子：コマツナ‘夏楽天’

⑤　規模：12.5cmシャーレ，80粒，2連　

⑥　温度・潅水：室温（約25℃），やや過湿状態まで常時潅水
⑦　調査項目：発芽率，播種後8日目の草丈
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